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認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
認
知
症
の
人
の
数
は
、
二
〇
一
二
年
時
点
で
約
四
百
六
十
二
万

人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
、
約
十
五
％
が
認
知
症
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
軽
度
認
知
障
害
の
高
齢
者
も
約
四
百
万
人
に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

国
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン(

認
知
症
施
策
推
進
五
か
年
計
画)

」
を
、
二
〇
一
五
年

一
月
に
は
「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
認
知
症
の
発
症
予
防
か
ら
早
期
診
断
、
早
期
対
応
の
た
め

の
体
制
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
が
、
更
な
る
施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
十
二
月
に
認
知
症
の
男
性
高
齢
者
が
、
同
居
の
妻
が
目
を
離
し
た
隙
に
外
出
し
、
線
路
内
に

立
ち
入
り
電
車
に
は
ね
ら
れ
て
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
こ
の
事
故
に
よ
っ
て
、
上
下
二
十
本
の
列
車

が
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
遅
延
し
た
こ
と
か
ら
、
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
は
遺
族
に
対
し
て
損
害
賠
償
を

求
め
る
裁
判
を
提
起
し
た
が
、
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
は
、
一
審
、
二
審
の
判
決
を
破
棄
し
、
遺
族
に
賠

償
責
任
が
な
い
と
す
る
判
決
を
二
〇
一
六
年
三
月
に
下
し
た
。

今
後
、
更
に
高
齢
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
中
で
、
こ
う
し
た
徘
徊
、
錯
誤
な
ど
に
よ
る
事
故
や
高
齢
者

が
運
転
す
る
車
両
に
よ
る
重
大
事
故
な
ど
が
頻
発
し
て
お
り
、
認
知
症
を
巡
る
様
々
な
課
題
に
向
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
近
年
、
若
年
性
認
知
症
も
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
総
合
的
な
認

知
症
対
策
を
早
急
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
今
後
更
に
高
齢
化
し
て
い
く
社
会
の
中
で
、
認
知
症
（
若
年

性
認
知
症
）
の
人
や
そ
の
方
々
を
支
え
る
家
族
、
更
に
は
そ
の
周
辺
に
暮
ら
す
地
域
住
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構
築
に
向
け
て
次
の
事
項
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

総
合
的
な
認
知
症
対
策
を
早
急
に
確
立
す
る
こ
と
。

二

認
知
症
の
早
期
診
断
、
早
期
対
応
の
た
め
の
相
談
窓
口
な
ど
自
治
体
の
体
制
を
更
に
拡
充
す
る
こ
と
。

三

認
知
症
高
齢
者
に
起
因
す
る
事
故
な
ど
の
諸
課
題
に
則
し
社
会
全
体
で
支
え
る
体
制
の
整
備
を
検
討
す

る
こ
と
。

四

認
知
症
の
人
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
や
個
人
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
環
境
整
備
に
向
け
て
、
認
知
症
に

関
す
る
理
解
者
を
増
や
す
た
め
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
認
知
症
に
関
す
る
啓
発
を

行
う
自
治
体
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日
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